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◆本書の特色と構成◆

１�本書は，数学Ⅱ・数学Ｂ・数学Ｃの３科目について，総まとめと大学入試へ向け

ての土台づくりを目的として編集されています。

２全体は11講座から成り，各講座とも１〜1.5時間が標準授業時間です。

３各講座の構成は以下の通りです。

①パターンの修得……�例題として取り上げた最も重要でかつ応用範囲の広い典型

パターン問題や，その類題・関連問題を説くことで解法に

習熟します。

②演 習……�例題レベルを変形した問題や，やや発展した内容の問題を

扱うことで，さまざまなタイプの問題に対応できる応用力

を養成します。
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P(X=k)=
1
4

(k=1，2，3，4)

　⑵　Yの確率分布は次のようになる。
X 3 4 5 6 7 計

P
1
6

1
6

2
6

1
6

1
6

1

E(Y)=3·
1
6

+4·
1
6

+5·
2
6

+6·
1
6

+7·
1
6

=5

V(Y)=E(Y 2)-{E(Y)}2

=32· 
1
6

+42· 
1
6

+52· 
2
6

+62· 
1
6

+72· 
1
6

-52=
5
3

v(Y)=
5
3

=
√15
3

(別解) V(Y)=(3-5)2· 
1
6

+(4-5)2· 
1
6

+(5-5)2· 
2
6

+(6-5)2· 
1
6

+(7-5)2· 
1
6

= 
5
3

分散を求めるには， 5 か 6 のいずれか
計算が簡単になる方を選ぶとよい。

Xのとりうる値は  0，1，2  である。

P(X=0)= 2C2

6C2
=

1
15
，P(X=1)= 4C1*2C1

6C2
=

8
15

P(X=2)= 4C2

6C2
=

6
15

　確率分布は右の表のよ
うになる。

E(X)=0·
1
15

+1·
8
15

+2·
6
15

=
4
3

V(X)=02· 
1
15

+12· 
8
15

+22· 
6
15

-( 4
3 )

2

=
16
45

v(X)=
16
45

=
4√5
15

　　E(X)=1· 
1
10

+2· 
2
10

+3· 
3
10

+4· 
4
10

=3

　V(X)=(1-3)2· 
1
10

+(2-3)2· 
2
10

+(3-3)2· 
3
10

　+(4-3)2· 
4
10

=1

　よって，
　E(7X-3)=7E(X)-3=7·3-3=18

　V(7X-3)=72V(X)=72·1=49

　v(7X-3)=√V(7X-3) =√49 =7

　　⑴　E(X)=1·
1
6

+2·
1
6

+……+6·
1
6

=
7
2

V(X)=12· 
1
6

+22· 
1
6

+……+62· 
1
6

-( 7
2 )

2

=
35
12

v(X)=√V(X) =
35
12

=
√105
6

7

X 0 1 2 計

P
1
15

8
15

6
15

1

8

9

　⑵　①　E(Y)=E(X)+3=
7
2

+3=
13
2

V(Y)=12V(X)=
35
12

v(Y)=√V(Y) =
35
12

=
√105
6

　　②　E(Y)=-4E(X)=-4·
7
2

=-14

V(Y)=(-4)2V(X)=16·
35
12

=
140
3

v(Y)=√V(Y) =
140
3

=
2√105

3

　　③　E(Y)=2E(X)-5=2·
7
2

-5=2

V(Y)=22·V(X)=4·
35
12

=
35
3

v(Y)=√V(Y) =
35
3

=
√105
3

　⑶　出る目がXのときに得られる金額は
40 X-120(円)  であるから，期待値は

E(40 X-120)=40 E(X)-120=40·
7
2

-120

=20　よって，20円

p.82 ～ 85 ⑯　確率変数の和と積

P(X=2，Y=2)=
3
9

 · 
2
8

=
1
12

P(X=2，Y=3)=
3
9

 · 
6
8

=
3
12

P(X=3，Y=2)=
6
9

 · 
3
8

=
3
12

P(X=3，Y=3)=
6
9

 · 
5
8

=
5
12

XとYの同時分布は右の表
のようになる。

E(X)=2·
1
2

+6·
1
2

=4

E(Y)=1·
1
3

+2·
1
3

+3·
1
3

=2

　よって，X+Y  の期待値は
E(X+Y)=E(X)+E(Y)=4+2=6

注 XとYの同時分
布は右の表のように
なる。
E(X+Y)

=(2+1)·
1
6

1

X
Y 2 3 計

2
1
12

3
12

4
12

3
3
12

5
12

8
12

計 4
12

8
12

1

2

X
Y 1 2 3 計

2
1
6

1
6

1
6

3
6

6
1
6

1
6

1
6

3
6

計 2
6

2
6

2
6

1

─  44  ─

袋の中に同じ大きさの玉が 個入っている。そのうちの 個には 個には と書い
てある。最初に取り出した玉に書かれている数を 続いて残りの 個から取り出した玉
に書かれている数を とする。この試行において と の同時分布を求めよ。

確率変数 の確率分布が右の表で
与えられているとき の期待値を
求めよ。

❶ ある試行によって の値が定まるとき かつ である確率を
と表す。

例 本の当たりくじを含む 本のくじから 本引き 続いて残りのくじから 本引
くとき それぞれの当たりくじの本数を とすると

　同様に

❷　上の 例 の確率変数 の確率分布は 右のように表
される。この対応を と の同時分布という。

● を確率変数 を定数とするとき

例 題 個のさいころを 回投げて 回目は出た目の 倍の点が得点になり 回目は
出た目の 倍の点が減点される。得点の和の期待値を求めよ。

考え方 回目 回目に出る目をそれぞれ とし を求める。
解 答　 回目 回目に出る目をそれぞれ とすると

　　　であるから 求める得点の和の期待値は

（点） 答

同時分布

確率変数の和の期待値①

計

計

計計

確率変数の和と積

82　　第４章　確率分布と統計的な推測
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考え方 回目 回目に出る目をそれぞれ とし を求める。
解 答 回目 回目に出る目をそれぞれ とすると

　　　であるから 求める得点の和の期待値は

（点）　答

同時分布

確率変数の和の期待値①

計

計

計計

確率変数の和と積
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第 講座 微分法6
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